
看護部は当院の基本理念のもと、みなさまの生活の質を上げる看護

実践を行い、人と地域に選ばれる病院づくりを目指してまいりました。

私たち看護師は病気やけがとたたかっている患者さんだけではなく、

患者さんをとりまく家族や職場などのバックグランドも尊重し、心と

身体の両面をサポートしなければなりません。そのために必要な知識

と技術を研鑽するために看護師一人ひとりが日々努力しております。

また、医療を取り巻く状況は日々進歩しており、医療を提供する看

護師がそのスピードについて行く努力は絶え間なく、惜しんではなら

ないと考えています。そのために当院の看護師は院内、院外を問わず

研修や勉強会に参加し、知識と技術を研鑽できるようなシステムになっています。「看護」を基本か

ら実践するために、しっかりとした知識と技術を身につけ、倫理観のもとに実行できる看護師の育成

に力をそそいでいます。これからも専門職業人として患者さんに寄り添い、一緒に歩んでいけるよう

に看護師一人ひとりが努力し、地域のみなさまと心がかよった関係につながっていくと考えています。

ご相談やご心配なことがありましたら、気軽に看護師へお声がけください。

2017年４月より内科に赴任しました。よろしくお願い致します。

岩手医科大学医学部卒業後、岩手で医業にたずさわってまいりまし

た。前勤務地は一関市でした。岩手で２０年という時間が流れ、いつ

の間にか生まれ故郷の茨城県日立市よりも長い時間過ごしてしまいま

した。呼吸器内科、アレルギーが専門です。大学時代は馬術部に入っ

ていました。東北大学での大会にも出たこともありました。現在では

とても、馬には乗れないような体型になってしまいました。昔は馬に

歩かせていましたが、今は自分自身で歩くようにしています。音楽は

レコードでジャズを聴いています。とは言っても、一関にいる間に日

本で一番音がいいと言われているジャズ喫茶ベイシーには一度も足が

向きませんでした。（以前に２回ぐらいは行ったことはあります。）ガチガチのファンではないです。

仙台は中古レコード屋さんが数件あるので行くのを楽しみにしています。テレビは“水曜どうでしょ

う”が大好きです。大学病院時代は大泉洋ファンクラブを同僚と勝手に作り、彼の映画を見に行って

いました。今年は〝探偵はBARにいる３″が封切られる予定なので楽しみです。仙台が第３の故郷に

なるように仕事、プライベートともに充実できるように頑張りたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。

追記：ラーメンとカレーのおいしい店知っている方、情報をお待ちしております。

医療と福祉の総合的なサービスの提供を行うことにより、地域医療に貢献いたします。
医療と福祉を融合することにより、地域の皆様の信頼を得、安心を提供していける地域
に密着した病院運営を行います。
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■ＪＲ仙台駅よりバスで約40分（岩切中学校入口下車）
■ＪＲ岩切駅よりバスで約10分（岩切中学校入口下車）
■バス停「岩切中学校入口」より徒歩5分
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訪問看護ステーション とまと

TEL：022-255-3066

地域医療連携室新スタッフのご紹介

編 集 後 記

JOIN NSジョイナスをご覧いただきありがとうご
ざいます。５月になり岩切周辺は田植えも済み、茶色
だった風景も少しずつ緑が増えてきています。当院で
も４月から新しいメンバーが入職し各セクションで頑
張っています。呼吸器内科の宮本先生も赴任し、連携
室にも新しくMSWが入職し、より手厚い支援ができ
ると思います。今後もよろしくお願い致します。

地域医療連携室

このたび、当院の地域医療連携室で医療ソーシャルワーカー（以下ＭＳＷ）として、勤めることと

なりました後藤かずみと申します。

当院に勤める以前は、障害者支援施設にて生活支援員として働いていました。利用者様の介助が主

な仕事内容でしたが、イベントを計画したり、施設内のレクリエーション担当者としても務めてきま

した。もの作りが趣味なので最近は、ＵＶレジンを使用してアクセサリーやキーホルダーを作ったり、

つまみ細工では普段使いのものから、卒業式用などの髪飾りを製作したりしています。もの作り以外

にも華道や読書などが休日の息抜きとなっています。

私の経歴・趣味はこれぐらいとしまして、現在当院のＭＳＷとして勤めていますが、あまり聞きな

れない職名かなと自負しているため、この場を借りて説明したいと思います。主たる業務内容としま

しては、退院についての支援をさせて頂きます。退院後の生活については、患者様自身が望まれてい

ること、ご家族様の状況によって千差万別と思われますが、様々なことを考慮しながら患者様やご家

族様にとってベストを提供していきたいと考えています。

退院時に在宅へ戻られるのであれば、ケアマネージャーや院内スタッフと連携し今後どのような生

活を営んでいきたいのか、どんなサービスが、誰の力が必要となってくるのか一緒に考えていきます。

在宅が困難ということであれば、介護施設等々を探すための情報提供だけではなく、短い期間だけで

もご自宅で生活できるような調整をさせて頂きます。

退院時だけではなく入院前・入院中の悩み事や相談がありましたら、お気軽にお声がけください。

（薄緑色の制服を着用していますので、分かりやすいかと思われます！）相談員としての職に就いた

のは今回が初めてであるため、その場で直ぐにはお答えできないこともあると思いますが、日々頑

張っていきます。よろしくお願いします！

地域医療連携室 後藤かずみ

私の手作りです♪


